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危険物施設等に関する申請や届出の内容説明、事前相談に
ついては、署担当者により対応しているところであるが、各消防
署で判断することが困難な案件について、保安課員が事前相談
等にオンラインで参加できることとした。

このオンラインによる事前相談等については、申請者等が希
望するもので、特記事項に記載の内容の条件を満たすものを対
象とし、署担当者と申請者等の事前相談等に保安課員がＷＥＢ
会議サービスを利用し参加することとしている。

実施方法のパターンについては、
❶ �申請者等が近隣の所轄の消防署に来署した際、署担当者

と申請者等の応接の場面に保安課員がオンラインで参加
し実施する方法

❷ �申請者等が所轄の消防署に来署することなく、自社から
参加し、申請者等、署担当者、保安課員の3 者が別々の
場所でオンラインにより実施する方法

上記のいずれか、申請者等の希望する方法で実施可能として
おり、必要な資料については、画面共有ができる方法もとって
いる。

オンラインを活用した
事前相談等の運用

神奈川県　川崎市消防局
事例類型 Ⅲ 効率化 ／ Ⅴ人材育成 ／ Ⅶ デジタル化

取組期間 令和 5 年 4 月から

当局では、総務、警防、予防など多くの業務を遂行しているが、近年、各分野において、知識や技術等の継
承が課題となっている。

これまで保安課や石油コンビナート地区を管轄する消防署においては、事業所からの相談や許可申請書等
の審査を数多く経験することにより、知識や技術等を継承してきた経緯がある中、市街地の消防署において
は、管内に危険物施設が少なく、知識や技術等を学ぶ機会が少ないことから、各消防署の危険物担当者（以下

「署担当者」という。）を対象とした職場内研修や完成検査、立入検査の同行によるＯＪＴ等を実施することで、
専門的な知識や技術の継承、向上を図っているところである。

しかしながら、ここ数年、事業所のニーズが、複雑、多様化し、申請者等からの相談先となる直近の署担当
者だけでは判断することが困難な事案が増え、事前相談や審査に多くの時間を要する等、申請者等に負担を
かけてしまうことが見受けられるとともに、昨今の情勢においては、各企業では、テレワークが行われる等、働
き方も多様化しているのが実態となっている。

背　景

内　容

令和4 年度の試行期間中には3件の実績があり、試行運用における改善点を踏まえた令和5年度の本運用
では4件のオンライン事前相談を実施した。

この取組により、申請者等からは、「自社から参加できたので移動時間もなく安心して相談ができた。」、「対
面と変わらない感覚で相談することができた。」、「消防局の職員の説明がわかりやすかった。」等の意見をもら
うことができた。

また、署担当者からも、「自分では答えられない内容であっても即答してくれた。知識や経験のある消防局の
保安課職員の申請書等の見方、質問の仕方、指導方法等、消防署ではなかなか経験できないことも学べ、有
益であった。」、「間違った指導をしなくて済んだ。」との意見があった。

以上のことから、申請者等の利便性向上のみではなく、署担当者のＯＪＴに有効な取組となっていると考えて
いる。

内容については、申請者側の個人情報等の保護の観点から、
ＷＥＢを活用したやりとりという特性上、川崎市情報セキュリテ
ィ基準に従い、申請者に対し、以下の内容について理解を得な
ければならない。

❶ 機密性区分Ⅰ※に該当する情報はないか。

❷ �保安課員がオンラインで事前相談等に参加すること
に問題はないか。

❸ �事前相談等に関する資料は、事前に紙媒体又は電
子媒体（情報セキュリティの対策に基づいた川崎市
簡易版電子申請サービスのファイル送信フォームや
パスワードを設定したメール等）で送付可能か。

※ �機密性区分Ⅰとは、個人に関する情報、公共の安全等に関す
る情報、法令の規定により秘密を守る義務を課されている情
報、法人に関する情報等のうち、機密性が侵害された場合
に、市民の生命、財産、プライバシー又は法人等の競争上の地
位や正当な利益に対して支障を及ぼすおそれがある情報。

成　果

特記事項 オオンンラライインン事事前前相相談談等等連連絡絡表表  

申請者等への事前確認（レ点によりチェック） 

 □ ※機密性区分Ⅰに該当する情報はないか。 

 □ 保安課員がオンラインで事前相談等に参加することに問題はないか。 

 □ 事前相談等に関する資料は、事前に紙媒体又は電子媒体（情報セキュリティ

の対策に基づいた川崎市簡易版電子申請サービス（ＬｏＧｏフォーム）のフ

ァイル送信フォームやパスワードを設定したメール等）で送付可能か。 

 ※機密性区分Ⅰ： 

個人に関する情報、公共の安全等に関する情報、法令の規定により秘密を守る義務を課され

ている情報、法人に関する情報等のうち、機密性が侵害された場合に、市民の生命、財産、プ

ライバシー又は法人等の競争上の地位や正当な利益に対して支障を及ぼすおそれがある情報。 

 

 

所 属            消防署（担当：   ） 

日 時 令和  年  月  日     時  分から 

申請者等名 
（事業所名） 

 

事前相談等内容 

（概要のみ） 
 

資料送付方法 

□ 逓送便（紙媒体） 

□ グルかわ（電子媒体） 

□ 庁内共有ファイルサーバ（電子媒体） 

□ その他（              ） 

使用機器 
□ 各署ＷＥＢ会議用情報機器 

□ 申請者等持参の情報機器 

Ｚｏｏｍ情報 

※ 各署又は申請者等で設定する場合に記載  

ミミーーテティィンンググＩＩＤＤ：：  

パパ  スス  ココ  ーー  ドド    ：：  

その他連絡事項  

 

別紙 

危危険険物物にに関関すするる
オオンンラライインン事事前前相相談談等等ににつついいてて

危険物施設等に関する申請や届出の内容
説明・事前相談について、下記の項目に
ついて御理解いただいける場合は、所轄
消防署における相談時に消防局保安課員
がオンラインで参加し、相談することが
できます。

１．オンラインで対応可能な事前相談等
（（１１））機機密密性性がが侵侵害害さされれたた場場合合にに、、市市民民のの生生命命、、財財産産、、ププラライイババシシーー又又はは法法人人

等等のの競競争争上上のの地地位位やや正正当当なな利利益益にに対対ししてて支支障障をを及及ぼぼすすおおそそれれののああるる下下記記

①①かからら④④のの情情報報ががなないいもものの。。

①① 個個人人にに関関すするる情情報報

②② 公公共共のの安安全全等等にに関関すするる情情報報

③③ 法法令令のの規規定定にによよりり秘秘密密をを守守るる義義務務をを課課さされれてていいるる情情報報

④④ 法法人人にに関関すするる情情報報

（（２２））事事前前相相談談等等にに関関すするる資資料料をを、、事事前前にに紙紙媒媒体体又又はは電電子子媒媒体体（（川川崎崎市市簡簡易易版版

電電子子申申請請シシスステテムム（（ＬＬｏｏＧＧｏｏフフォォーームム））ののフファァイイルル送送信信フフォォーームムややパパスス

ワワーードドをを設設定定ししたたメメーールル等等））でで送送付付可可能能ななもものの。。

２．実施方法
基基本本的的ににはは、、所所轄轄消消防防署署ののパパソソココンンをを使使用用しし、、ＺＺｏｏｏｏｍｍミミーーテティィンンググにに

よよりり行行いいまますす。。

ごご自自身身ののパパソソココンン等等をを各各消消防防署署又又はは保保安安課課にに持持参参しし、、ＺＺｏｏｏｏｍｍミミーーテティィンンググ

へへ接接続続さされれるる場場合合はは、、イインンタターーネネッットト接接続続機機器器（（モモババイイルルルルーータターー等等））のの準準

備備ををおお願願いいししまますす。。

川崎市消防局

臨港消防署 044-299-0119 /川崎消防署 044-223-0119/ 幸 消防署 044-511-0119/中原消防署 044-411-0119
高津消防署 044-811-0119/宮前消防署 044-852-0119/多摩消防署 044-933-0119/麻生消防署 044-951-0119

ご要望・ご質問がある場合は、各消防署予防課の危険物担当までお問合せください。

別添1

【オンラインによる事前相談の様子】

保安課員 申請者等 署担当者

署担当者から保安課へ事前に送付する連絡票申請者等向けのチラシ
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